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 巻頭言・・一.・

 {西田∴稔・
 戦後は電話事業も公社経曇kかわ.り新韻増設もわり合ス.ムー

 タに行わ柞てル・るらしいが、・戦前ある時ある所で新癌加大を計
 懸してどうしてもわり彗がもらえず正当架設料の荷十倍・かの電.

 話相場価格を支払ってブローカーから権利を買え'ぱ即刻つけて.

 もらえることが判づ.走O・一一

 ・十ノ=・とい坤卵ならされ声では星う考えて辛不都合
 I不合利なことで一あるg架設費用の†算が足らなければ架翠料を一.
 値上㍗て需要に応じ走宇よい讐れ調べてみ・ると織艦が売1
 買の対象となつ泡り、金融の担保となっている金額の金露合計
 が亘額に達していセ・これに影饗を与えない範囲で英の筋七増・

 股を極.カ制限しているらしい・.ととが判っ牟。日本でも水道や電・

 気やガ州蝉に咋利金はい'らぬμ外国の文化融叩乍れ・
 こそ電誘一本で電請をつけてくれるそうだ。敵記の状態は一勧φ.

 .トこれ位のフクで良かろう・と決め免官営事業に伴い勝のいるセ・'
 ろな制、絢や特犠意識の結果舶り句麗にはその不合理さが痛旬
 に判っても麗に身動・きかと机ないと.いつ走様校ことであろう。.
 事面はちが?1が漁業の許可制度のある部批はご一れと一共通の

 藻牽がある嬢・な気がする。璽係者ρすべては事しめに事務処理
 胆当っているあjであるが“一次んフクをはめ権利化すると今度

 はI利艦Iに振り個わざ.れて身動きがとれなく一なる。資本主義自由
 経済の立場であればもりと優1鱗劣敗、弱肉、強食壷認めて擦利化

 しなル・方がよかろう・o・

 沿岸弱小漁民保護という珪金主義的宣揚であれば科学絢蟹料秤
 ト乍鶴牽漁法宇沿青海域に入れ奪い方がキかろう。科学的欝料。
 が鮒、れぱと・㍗卵ように国をあげて努力し・得られるまで
 持つがよい。魚が多かつ兜から許可をもらって撮葉し転のだから
 魚が少なくなって鰹営が著しくなづたら雛を中止す.ぺきで二
 飽のギセィに於て継続させる義理はあるまいO
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 '伽つ打孤し1て主翼甲沿岸準糞拝率午コックな声りき'乾二りの平琴
 で舳つか叩いつ物ごと11牽空法㍗鮒沸竃源をゴフ
 ツ1かき声明一綱㌣ら.羊蝉人弓が華子串し手かち綿密集苧
 し牟卿㌧争g水産繍雛餉問題は解決し率いと云っ㌣
 破.れカブ1/の曝言だろうかO北海遼の懸作鑑帯で普及員がいく学

 指.尊してもつ一いて.来なかっ紀のが昨年の冷害の淀'め板獲皆籍と着
1・・.

 うひギい状態1のとこる滑と今集は品種の選定i萬代づくり・施肥
 そ?鮎般呼鰍臭占1農民測からの熱心な纏携行礼参
 る舜螂多、o手口1自転平榊け・ま榊るほ援引ワば.1
 だ干.㍗薩11を…うた・.、..1
 ..気象桑療が今牽も昨年に此べてあまり変・らなレ・の1ζ平単作を・上ま

 句る舛みやるあい・の解から・早。ると昨隼の鰍雛近い冷
 害も叶昌呼紅はタ;北な㍗とま喰云舳てい～.沿岸漁
 ・一業願㍗㌣ざ秤工を止めヤ行/とこうまで行かせてから出厚
 、した坤翻咋皐遣かも.痴れ一秒・(といっても鎮痛甲の準備ピ

 。㍗㍗㍗つて卵1伽わ外1一
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 ・一1所一.病
穎娃靭役場

 牽末一野市羽島漁協小型動力糟組合員・
 薩摩郡下ごしき村青瀬準協専務
 筋騎・・育錯動組合常任委員.
出水郡東剛薦輸水産研鋼金
肝待郡守糠幻水産振興会長
東串臭水産牽輿会々長
指霜市水産振興機長..
川辺郡笠閥匁獲虜宰団
串木野市本浦小型艦組合華
 薩摩郡上こしき村構内漁協一

視察実施表

1・…
 パ、1221㈹1j,6。≡ふ畿機ヲ雛靭ジプー
 .i舩醐灘鎮一漁駿雛・..
 ・l1奮毎鰯工機難蹴
11

 11舳フー側舳繊線腕

001〃

 r…凶川“.凶鮒漏')仁萬監獄醐鰯繊麟二1

 11ドニ上."1驚㌦弾1
 -1κ判ユ5濯い鋤大証鱈撒醇
 上.」_.._.」_._.

(3)



 島繍辞灘鰯〃4ト
 ノ6-3δ禿昼含嚴ト10名

鰯簸鞍細
褒航海.一

鰯縄翼篠数
縫欝鰯汎静勧

 一同.良紫雌魚協ノ4.20_〃

 下関朔向け

 途中下関市確薬水産・楼蘭視鱒
停泊
下歯市魚市曝水翻犬尿一大盤年
 業赦允澱鱗〉→イ加]:場
 ネ懸ミ畏勅オ嚇富視察.

 傍泊.市内視察I鶴の為自南行
動)
 鰯鉦つく

 翻準ス溝紐に於て融責
麗敵

視察概要

 H漁業概要

 (〃)勝本漁協.
 固]内・勢力  戸数2/6ヲーケ.人口!0,960人

 職業別勢ヵ  農薬ノ09㍗
 商業26仏ケ'

 某の池ノノ4ケ・

 漁業6,18ケ

 融業80ケ

漁船種類並数 動力船250隻
 ・ノ～3屯6～8伊

 和船450隻・∫、2kw発電機設備

 漁業I種類  一本釣専業が主をなす6  (曳縄一本釣I漁業)



 ブヘ家々、イカがま棒を滅'
漁

 ま月～鼠屠君身蛸締菜6管馬を漁場とする。)

 .。訟上の外、回ヨブ曳縄漁業も行.うが、管内一本釣、曳縄
 漁靴:鯛しIセいる鱗餓漁業であら、漁真の研如」
 は懸命頂あIり、改良コ:乗がなさ;化成動しIていIる穣だ0

 番艦"o～㍑o鯛の年賦揚力1:なされて㌢・る卵
 小州艦鮭醤と.し・師なり威効とい.史.る紬。

 水練斑1事薬と一して、組紬水揚されるが、糠漁業、日永∵
 三帆唐津(大成水藍)の,三大会杜の鯛が大きく、索に商一
 跳なり。蜷幸の桃得意あると岬。

 一(童)驚縫只漁協.,l
 1減力は鮮が体となり、鱗の進展、畠勧を一見るが、
 ..漁業は嘆準戸帥鰍なも㍗あるべ克一
 漁業は∵率艶漁薬が窪俸をなしてレ!る。.
 フリ立縄忍・ぺz月(最瞳.期)・

 雪ベタボ認勇一7月一
 長カ隻蝿漁業4ぷ月.…3月(地元並に対馬海域と出漁Σ

 ノ2月一rμ月一(水揚の大半を示している〕

 簑,'覧縄(毒'一マグ鋤}艶周参照
 ら1用樹釣漁莱プ
 榊㈹葉として、1蕗黒藻も着手盛んで、特にうにが盛んの様
 孔苧軌潜牙も擦れる。

 (ぷ).ζ二萬楠詰

 ・7δθ。ケー漁家戸数300,ケ(半農半漁)
 ○苧葡紅慮鶯網漁繋が童ポ貫亭つ把が瑛窪ば、・
 二小型麓綱.。7統(蟻藻昧潜鰯)典圃出資
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 小型巾着網　スクイ網　一本釣漁業
 '1続、㌣(叶場㍗5浬干上の叶)1、
 ∵旋ゾよ㌻よら30㍗2平11に.
 採貝琴類一(フカデ(棚鯛でべ淋)
 漁繍.動申ペア・・隻とトゑ竜最大㍑竜〕
 スクイ網漁業=周年

 イワシ刺網漁業=.ノド鼻月
 シイラ綱=ク月'9月

 ヨコワ曳縄==6卜用
 イカ・サバ釣・=1ボ舳鰍
岬着)揚繰縄漁業一周紅一=

 '簑意1二算㌃二幾㌻oo萬呼.㍗I
漁港凌芽生種漁港一
 他漁率教義は郡濠甑氷法(㍑竜紅)1

 水揚雛て鰍婦人㍗㍗睾.桝て丁目1州.
 〆の.魚壷一琴つ、てい机
 締別優秀蝉を認めず然し水揚乍幽トている・!め事

 〈・〉零細漁協
 △美細町.釦藩数パ・ケ・.卵割が漁繊'(専業)
 1△組合貞数〃5名0(会員一麓縄一r本鍬鰭者)'
 漁船数、鉦功艦㍑隻(ノー2屯ぺ.6.坪)

 ヘム鯛一本錫高.・頼・〆泌洲綿鰯一一綱漁裏)

 李鱗㍗11案111二γべ一
 漁種舛ベス㌃(叩駒竿か



 .菜の他〃イワノリ　ワカメ　天草
 特徴として、鱒料によIり屯・一態縄漁鰯あ変化一が認単られるが、

 米子〃フエ場の捧液幣奮打鰯苧懸申であそ争一章源の
 増殖に.ついて、.築機、提寮事業が顧んに行はれているが他紙

 含占り進んでいる様だ。
 ◎漁期を餌料隼より大別すると』
 ユウムシ島言ジ4月一5月クイ類クロ主へ一物漁期には岡山県より

 購I入、.藩以降は地元供・一・

給)

 シラヒゲエビ(方一書)5月以降〃

 弛漁業1月一㍑月及〃月一μ月ハ㌃一本釣、.延縄

 。4月プ月.∫.㍗㍑.
 仏立月・・.・雫」イカ

 .μ月■"貝一..・.ス・ズ干
 特に.優秀漁法は1認められず、水氷にて鮮蟹翠持して噛るのが
 目立つ。.

(.5)香住漁協

 組・含勢力については警務報貴書参照.
 ◎'機船底曳縄(一艘'曳)が主体を.なしているの一㌘“一水揚も.ク.割
 ま雫を示す。..1

 漁秤は30γ“鯛㍑g刈50盟の字数μ稗(隻)'
 乗組員各糟チ名・総数、ユ70名
 毎濁水揚萬j7b0萬由一一μ竸θ講9
 .漁期ヲ月㍑目一翌ふ月末⑫陳蜜謹、鰯阿).'

 ◎榊小型漁郎於けろ㍗省網漁苧が}鯛鱗し“戸苧・.
 特㍑一7月が小羽いわしρ最漁期恥夢。ぷ竜:帥4-90
 ～2む0〆を漁獲している6

 叉之讐の漁箪はイカ釣(特に今二雫開大漁)冒羅・1ヲ率縄審で、
 本県沿岸漁拳に皐亭れぬ靖況幸も紀らし一て'いる。(幣砕撃力'・
 は醐資料参照下さいO)

 小型艘の規模としては、申し分な.い嚢牽ρヤ・ソマージーぜ〃
 鰯が主体ト6れ雛釦ぺ鹸声.拷㍗いる。.
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 伽∴幾隷簑奮驚業1驚携二機屈1
 指港の様だ。・二、,.一{

(6)紫山漁況
 香住漁協左同じ漁葉形態であり、特にないが、命年度音隼ク

 ラブ活卵早縄漁業会醜表ズ賛の究め之カ1繊により・青.'
 年部に於て寺、小型漁搬奉脅経営が進められてソ.ち.o

 {=・、1.一.漁村一勢力后数72・o戸内漁琴65%の専業老である。一
 漁協緯合員数正会員ぷノ8名3θθ名

 以上の通ら完全漁薬部毒であり、機曳縄病艦の・乗・組員は御村

 一から乗蝉、岬月中学率秦竿・は一金員漁如つ1といわれ軌.か
 もる息は長然の良港に恵まれている鮒らでもある擦だ。.1
 交旗台長の請㍗は毎年2割内タドの水藷高が増加しているとの

 ㌃,1車であるぺ.

 ㍗上各漁協の漁楽・ミ舳て話し完が・綱午肱舳・飢放資痘
 ㍗縦卿る状況アあポ;守中出しの藍
 1;1∵卜轡は沸含に出ているが・中型漁船g鯛)によりなされ・てレ・え
 11箏揚繰巾着綱(和般式)1でも燃し何状薦一)は燃卵
 潔率の成積を揚舳る〆れらめ夕いいヘベ心
 ;1津のプ靴.一昨沿苧の脇州1う㌣いま三榊川て
 炉相一当一に研究さ叩ハるの.硝・漁喫の確済淋もが竺㌻1.
 枇のではない1;榔れ争力㍉機雫底曳繍艘だ!舳苧狐尭
 11一帯頷域の不出漁で・打洋をう叶てい・る一キう帆
 ヂ=苧沿捧漁業菅は亨蛾纏(長繊方醐大醜)の鮎が洲j玖
 グ秤さ㌣1も㍗される・一・
 ∵粋各準協鮒の曲ある漁具漁法につい・て別記し'ます。

 蝉※青年婦人活動について
 ン1.勝本青年部

L
 l
・

 1(f)二'



部長

 L副部長

一副部長

 r9業二二隻≡か嫡
 ・研繍11111彰
 ・秀一撃111坤一
 ・教養斑'轟二引
 ・事業灘轟二菱1
 ・編集斑薮二嚢1
委員六名1
 総務.L矛十四支都

 6団員は新制中学卒業生より書5才まで。
 ○鼠精神としては漁業生産糖櫛を摂源として政治清動は極力さか1
 る楓尿している。

 ○事業研究雛於て、漁村乗.老を引き込んセ削リドしない白一一
 が会を有利に導く方.律としている。

/)研究斑

 イ漁場調査(七里ケ曾根、沖之島二.その他沿岸漁場)
 ・四機関並に航海術の講習会

 出漁具、漁歯の技鯖改良研究発表会並に展示会

 昌対馬金島の準率並不漁港郡査
2)教養斑

 イ組合窟師母揚に㍗て確懇談会一I
 漁協役磯貞、漁鶴組合郷、漁協婦人部
 出漁青年幹部と部員1の懇義会
 ・ハ知名、有窓との懇談会
生活改善運動

 率モの飽慰繋会.

,3)編集斑

 イ毎月讐露紙発中(験紙参照)
 μ)事業斑

 ・争一騎藩の奨励一・'

 口組合敷地の撃立
・(9)



 勝本町の障害物除去作業
 磯洗い並に船立場の清掃
 ホ替支郡.あ遣雫並びに下.締の清掃'..:.・・
 !`一・..1一

 ◎婦人部
 昭鯛ク1和服立・.・1.'
 ○漁家婦人会加入
 ○事案は端書奨励が主目的
 以上の鎧な状況の如相当の笑輝があげられ㍗て・缶切。
 名位の如旅行券雛られている6一。
 グ・・一1'

 ・〕黄波戸青年婦人部
 青師昨公邸を中心に・館長の漱半1着席國長が申.早
 を、引込佃・る様で、ばつ法1つと碑綾が上るの㌘はない叶一思
 蹄る・1・1`雑戸)日鮒教育墾貴会讐ど共圃紬燈利用=ト・・
 教育・・吋舛も熱戦なって.いる様だ①
 婦人都予教養につとめ・貯蓄奨励に金力㌣窪い'・中学苧の
 貯宰簿野三輝師部を利用鴨・余りめぼ一しい」ものはない・l
l・.II・.・i・

 3〕仁萬青年部
 騨参紬鮒乙墓1バて、醐〃鮎I総立1
 設立以和島根雫下七一も有名な犯罪村サあったらしいが、.卵一
 指導者、1青碑都靴準で、昭洲.鋤重大癖を動機1とし
 て締→外視跳呼研究所を琴幸一欝苧碧との防貌協宇
 野鯛拓中有.数の鱗漁鰍なっている。
1;.

 特に辞一醐峠姦は、お盆・の一休漁目を一日細、凶翼予は
 η.ラ紬一を錠用(鶏は壷/寧鮒/曹年部のみ出漁)してい

 手11ごギ∵いる、の㍗甲∵の縦∵
 ・〕美保関青年部
 昭和ユ戸・月批設立.(界の稽示による)
1(〃〕



 千デ〕・才`戸・ρ坤二最1㍗才(繍心な㍗年グ
 、を潤わ牟)

 ノ3・名(町内6ケ麺区・陣;牝・る)}{
事業呼止:蓉

 4蟻掃除、築穣尋を基本事業としている。
 リ海水浩濁関係にも協‡(県本試供試)米子バ〃ナ工場関係
 ハ漁協との緊密連.絡一,一

 品蘇錫、英の他の各支部蜜の会合

 漁具、漁法の公開をなしている擦だが、漁具紀はあま.り進湊
 を規ない。Il

 .然し築;騨寧薬には熱奄牛見える無ミニ,.
 5〕香住青年部
 香住青年部の描動は余り櫨ん㌘は校い。合員6Io名

 主事業、鶴鯛曳縄の鶴造、〃イ調の構造山嫡、一本釣紅・一
 綱究されているが、銚馳負さ.るとか㌘句曹釦の熱意が余、
 一りない一との事である外沿鋒漁業の率態の雛という点では、
 本財青年部にない点があり恒曇漁印して蝉酌鐸業一を注し
 ている嬢で今後の成融ミ弼選と屈、、き.臭・・喜。
婦人部

 昭和3θ奪8噸設立一..

 壷員漁協組合撃擦は絵貴払60名一
 貯蓄奨励(…家一目ノ。竸釦壷励行)

 目明晶籔牽(硬調事。o轟円の売上).

6)紫山青年部
 .番住青雫と.同じ様で差.るかも雑沿簿脇干1む㍑れて/・る。
 醐々序呼立亨員.㍗予!.焦含に繊牟し)I
箏糞内容

 施工・部
 、気難,部二会貢全部蜜蜘

.(〃)



 会費は漁協干り支給帥る。(卵32年43調)
 町よ6補助4ユ00.0円及ぴ個馬漁遠よう輔勤'
 実施事業..・'一I三

 z気象の標示笑施(瀧動)書

 ユ漁薬方面の標示と鮎漁場y(郡茸年団が一決しているq
 で計回蛙モ単.漁がねらい、蟹料参照).■

 3。.鮮魚法条機試作(城エ歯)
b

4教育猶報.機関綾叉事業報告書(苧料参照)
 アコヤ貝の養殖(東海水蘇に依頼)

 4漁具。触φ敬良.(本離鯛犬会出場、入賞峠)

 ・以上の経過にて特午8毎の幹部が熱心な指導をなして立一ドし・て
 いる穣だ、青竜髄としては勝本二繋蜻毎.都カ…鯛鯛紅思
 はれる。

 婦入部=は結成をみるの参

先進視察報告記

 鏑麓部一文・木技師.

 ま・一えが'一き1

 .理揮的な・先一進地視細目的は1先進麹漁村の綜合的鎖察調査にある
 ものであると信ずるのゼあるヵく限られ走目慈把おいてこの事を

 .よ/するこ.午ほ弾である・従っ七いきおい重点且つ毒旨牽鮒視
 察をなさねれらぬ・参雛は卵戸少隼活動糊及ぴ沿捧一本
 触縄漁業技雫聞琴につ㌔・て共紬調雫希望㌣有する輝鯛を構・1
 成し主として以上.障舛着眼し印を中心と'して諸問帥波及
 レーて行く碑察方針を試み牟。'一・、.、「・

(12)



 最途漁村青少年クラブ活動.が新し坤づ!り連如よρて坤一二1
 酌紅一属寧さ心あるか郷おい1ても轍和て伸び如∵1
 の状態榊・よしんばψう牟・組1識が結成さ木でも線肴花火∵
 ・練空練簑簑簑㌻幾姜㌫二竃簑ζ∴
 で.あるか一癖威されるので亭るが)とうし忠現象は榊.本榊」∴
 に限ったものではない・全国南にかなり浮力酌活動している先進1手≡
 練㌻集㌶幾二㌶幾二、1
 てまわつ潅各琴漁箪青年活動から最大公約数的なものをわり出し.∵i
 てみ淀。い。二

 さて漁継離逮べる杵次φ一琴を為って二賛/(龍い。
 (!)手回の触鎚苧郷り捧薦榊一㍗地区卿帥・∴1
 (㍗各青年達が中学を卒桑して出率ぎすることがな1個以来」..
 の漁靴飽事し得払括・率盤を有すること6

 (ユ)の場合は生活の好紳を端的に物語るもの千あるラし、手、.
 れを本県の場合と較べて漁村鯛を考える場合本鯛に醐苧基・・1.{
 盤の上に撃つそいるものと考えられる。.

 漁業協同組合と青少年研究会

 何もこの甲題ぽ鯛しいもの柵榊が、い優秀蝸尭坤碗I・1二
 帆組会と密巻一いいるかその雛の薄さをあらためて認識しポ」'
 抽であるσ組合理郎生年活動の分野を専門酌に鑓させ榊I1
 指靴嫉をあげている所・組合管下の漁率(しいらしば漬け）
 一日商青年研究会に解放し運営賞金に供亡ている所。漁村青夢羊
 水産研究所という名目.のもとに近代的蹄村若者衆寄合所を争えて
 鍵鮒育雛の奏会所・としている所。.組合総会や漁協事務抽値∴
 な靴研究会貴に意識的に協力苧せ労力に対する給舵与皐ていき一
 るところ警それぞ抑漁村青年対策が講ぜられている.が漁村の指導
 ・者1審級の蛙一解と援助が離浩一動の重要な支柱とたらて・いる事実は
 見逃せない。ヒの事は青年遠内部活壷例えば漁業技術研詰の分野一
 リ波及する⑭漁村に働/青雫達蝉庭の重要㈱ざ手である1

(13)



 ∴垂なオニぎ練差‡毒{隻1章幾1寸.
 一一対帖を争案する走苧・の呼として右の紘めの鰍もどよ
 二.ρ・辛.の日一の稼箏犠敬する勇気を必要とするのアある・.ごめ1よ・一
 ∴夕に経済酌に無力に等しい声碑識ヒそれgれの便宣を与えて科
 1帯漉畑を'鼻・て呉れ名一岬含セあ1・岬の人達であ古ン、
 一、、蹄与えられ君ものをまづ中み青年油・動が成立するわけで・はな'

 1=苓ぶ畿‡幾㌶簑簑幾二幾二恵一
 :;。撃」で凱ふち当1'つ畑そこ珊うしても組合上届部の理解と率助I一一・
 、=一を鯛し全くの別隆界にいると愚坤る漁盛長を彼等ルイに
 ∵二引」蔭り込れとIた紬し前もこγなことは珍しいことではない・
 1=が研究亨選営々一心雛から糞際字間題として求めて行っ印度1・
 紅と一声すると参』まIりにも漁村紗1軍挿響の仕方というよ・う.なバン
 1二.㍗バ触覚叶参加牝れてこの人達が自己の立率を
 か胞めつぺξ缶一請租含御用鯛にならないで)組合の協力を得る。'
 までになつ焦毒力・と'賢明さを称え淀“。、

 ∵今度の蔓昌本各一鎚の漁村に招レ;て青年組織に上る摺動で締に見る
 二I一へぎ業一続一(一一睡漁敵与え淀藷し帷済靹利益)は'贈ら率いが'・

 1棚会蓮紅まし6.蟹鯛物あ?机・榊'考え方という精締的な
 、二。所謂餓前一な軌1を鞠し・てゆ'/な一学鯛靴於て岬心て・春ポ。
 、一一新しぎ漁榊宇土・抑ある一うことを確信するもので帆そし一一・
 、」・セ.恵ら/みて即I講三の雛蝸究会は一雫からざし下船の漁.・
 妊に蛙済・的なうI1るおいを与えるで一あろうb・

1
・
'

 漁業技術指導と青年研究会
 先達鈍奄虹に秦で縫霜さ'れている一本釣連縄漁業鼓衡は繍粋な惹

 瞭に於て榊それの畔独特痘凡寺本県漁具漁法キ鯛郷もg
 、神われ心やけ一下はな～漁具の鵜軍用岬一麟鮒法.
 ・・ものピひて見る11手.と拙来る・視察各紅於ても他卵よ・岬入二.
 し淀も申を平坤良し淀も'め細い一然しながら導入さ㍗淀漁具1.・
 漁法を完全に自己消化している、貴に注意を払わ未ばならない。I
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 長率に至っ'て蝿ピそして離軸漁真が軸さ坤よラにな咋
 がこれを漁具の構造卵も漁坤郷に好して叉環.援卵も=ヂ
 平ヶ一=さを要請さ・机る沿澤紬率に応1罰する筆亨鱗鮒おい
 て鉾特の研究がなされなければ.ならな、…。・o.

 ムこの事は顯(兵庫県)に削・て同形輝の漁具を同馳叩しボ
 ニ数々の研究資料によって明快仁立証されているひこめことは本県.

 漁昨於てもよく考慮さるべき鯛点であろう。.離水試あたり一・」
 で新漁具を漁村隼提供すること'があるが、そ峠畢素晴しい効率・
 一をあらわした事一例をあまg'聞かなレちこの…とは提供する側・・申厨第一.
 実施する.方にも操業鋤に率も適応峠漁具として完成す・継上に.
 塵折してしまったと見るぺ垂ではないだろ.うか。
 モしてこれを実現する毛めには研究の締あ・鯛と能力を碑.と1
 。し更に経済的早租を岬とする.のであ季・
 このような意学に於ても薪漁具を一銭軍レーζ枠を操業地鎮将gもの、一
 ≒して成果量挙げ.させるためには漁村青少鯛鍋体と↓・二言薪鰭.、
 乍基盤を必要とするのであ・る0-I

 改良普及員制度と漁村青年研究会
 一兵庫駄於て・い・芦・千く実碑され,淀・こ岬叩負・蝸離間・雛1
 芦遷し年がらも今ヨま㌘繍されでい軌1,と.拒・か./鍍繍雄一
 を有する漁村・槻軍靴適当辛媒介役的紅務と」繍、その脇師.・
 題.に対し指導的役わりを務めさせようとす.る。こg制摩は着・観,と一
 しては弩を得た考え甲あ季=が実際闘覇と、しては潮待さ恥淀程■g塞一、
 積を上げ得ない状態のよう如る。トの原因は制窪そのも・の.に一
 潜してよりも普及貢そのもの・が苦手姦.部ある縮め鮒の諸問壷.
 に対して適当な瀞第一を請ず・ることが出莱なIい(番住繋韓の場合5
 包れは掌聞としての水産業が羅立されていな・い弱点をさらけだし・
 ている現状そのま㌧特語るものであろうし“・叉複雑な漁村(水産
 業)機講に岬するも'9防苧う。燃しなが・らこの竜1帥。漁・村青。
 焦研究会嫡絡一個紅紅ある率の役わ9章巣してい・るよう.で1.
 あるが。こ雅も本試“水産課の一・所在璃・よ.り彊かの遠隔麹において

 甲果のある…'とト泊二岬窪の土苧おいては蹄繍門職一
 一(ガ5)



 職員の指坤異的であるキレ・つてい李戸私見と}ては改阜枢員・
 搬(雫壁半額・繍遠半額一員率と呼てい・亭)よりも現稚単
 協鯛について県午帥て鮮一雫岬技術講紙.漁村秤育
 成鯛方接靴ついて指蛾雫会蝸催し紬発展即一帯し、
 二、榊より効毒的では㍗干うニカ1と思う叶であ戸・'・、

 日本海沿岸先進漁村を視察して

 揖宿郡頴娃町役場、原口義・ξ、
 」1飾32年度県水産試験場岬に集る標記視靴7月"ノ目べり..
 7月2〃自ませ!ノ自問め目擾をもって試験船照合丸に㍉次り決行

 1一・され・視鯛人ダ名あ一一峰して幸い参加を許さ仰の聯咋.
 ∵見る糊の目李海へ勇騨銚ついた・幸い大L走時/峠も帥I
 一.せず予定通り心行くま坤察し・会員一泰の藩て師なく無師
 '気叩県で・きた靴県当局・漁連幹部名偉の御配慮の・賜卵卵。
 厚く蒲孔席し坤ま'べ以下極めて断片的で率碩の即あります.
 が賜し庫車嚇から叙鮎た舵・痢記して参靴供し帥と
 思い.毒すb.・∴

 ..一〔一〕綜合所・阜
 (z).・“日本海は一本産資源が比較的豊富あるひ(ブリ、イワシ、
 サンマ、タラ、カレイ、カニ、タイ)。

 働生産あ基鉦であ肴漁港、船溜り糸自然的に整備してい.る。

 (3い露を始あ・・京阪秤・・平京等大消費市場を近くに控午・魚・
 =趣も高価に安息している。

 ㈹半上め要莱は一応漁業が安定職業≒して牢立し・青抄隼の
 '大多数が中学率業後.も郷土に踏みと“ま一り水産業に徒事一して
いる・.
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 ?千11ザ㍗㍗1㍗二1㍗1㌣
 ば)鰍兵庫即卵秤産業改寧普琴員制度を確乎・し郡率」・1二
 位に或は県下主要漁村k駐在させ計爾酌指導辛嚢施している令

 (子)鮒にも町賊の下に細員を・撃置している(繊郡、勝㍗
本漁協)

 釧.水産試験場が蹄揚の調査1と什器具を軍与し一技術員もポ
 中指導して呉㍗る。
 気象研究には測候所から。。も指導を受けてい亭。。

 以婚するに環境も良いが・水産振興に対する一雫の積極集紅∴
 村の援助漁協の運苧が適正で・生産の鰍である魚卵カニい瀞喜デ
 季節馳舘隼繰り亭1えされ;本県で魔率同粋なつ紀イフ哨外
 等立派に艦営され、ブ用如きは1目率三犬漁場トつく琴納、.1
 字本港)を近/に持って居:り今後総帥叩着.等の如き畔納.・'
 薬の調整を誤まら帥隈り・生産の維苧卿聯さ㍗…魚探諦㌻
 の琴置一本釣から外型巾着・和帥着及ぴ芦の纏の餌大も繭1一:一
 されていお・トつ美保の露漁協の悩李の種は舶(駆県);・虐1デ
 躰バ・フエ鰍漁民叩柞牟咋.らず県が率や為あ設睡さ・・
 れ牛の町の㌣騒砧仰タイ延縄釣の餌(ニウムシ・白ヒゲエビ
 が移動し1生。産が減少㌣「川」も沿岸より卿会に移動し種芋が.
 遠くなつ把となげい.㍗乾がべ誠に即淀闘題でゾエ場b設置11
 に依って一漁村或いは数州紳が一舵しつもある印璽・犬眠雫一1
 で・これは他人事ではな。Mであり・手場設定の師を雫初午らI'
 考えて宿弩内に汚水の注入する邸考.慮すべ喜てあろ・う・。
 以下雫に組合苧薪しい漁具漁軸青平年クラ・ブに㍗て・・特1
 に気付い差点を・列記して参考紀鋲しますb

 (1)組合運営について
 (1)資金造成貯蓄のめ増強
 漁獲物販売代金は・一応壷部蒔壷に振り替える。
 各種水揚天引貯金の励行二漁協婦人部に依る集金貯金奪々
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 一ζ筆!㍗部㍗畑1檎㍗納
 1紬砕の箪付。小型繍・6萬・蝉榊・'・萬円車隈軍
 ..としで.(∫組合員当りデ細しており.帥と一期隈内償還が励
 手斧れてい㍍,
 臼組合意識。
 牟紬の出法は{・・!・州岬脊卿ラブ作
 .成卵畔俵り業務報告が行なわれ・.半目マ終了すると鵬一・
 水揚奨励の師郷㍗ず一一毛樺金組合員に'枚小.贈づ
 ふ組合.も」あつ淀α一一
1魚価安定策

 .一ミニ漁獲物雌きて法一喜中と・水氷(海水)の.治すに千加新鮮牢状
 郎へ札さ,.れ=亭の.青魚缶が非常によい・組合もあ払・・漁醐
 刈㍗仰向.販売苓札他所揚^英の繭を組合に養レ

 {.出.ト、・.準の事.は一鉦移調整に有郡とな1、坤に蝸牛変準も
 柵坤。,決し'て不当な課如帥る軸/一漁民は堂・と
 自,さの竿の細を確認さ机牢用度を高めて屠お・絶命も
 不九時卯時卵市況を論萱し、琴/1場合は決シて販触
 ず,畔・自苧坤1、呼魚岬沖(耳営帥一1・)・し・
 姑入手加キさ幸て神出榊㍗て猷・
 '.(4)漁業の経営形態.一・…タ
 払♪鋤岬平字(㍑一影、榔艦営レ・姦方紺
 峠紬・し港瓶村もあ'9.吏、苧.んだ漁民の姿として特記し{
 (5)青少年クラブ育成について
 クラ.ダ=9水酸繍簿には惜しみなく金を出す(矩千・9ポ
 円一)一'組合もあり刊伸一!鮒入率している・
 (平鯛畔軌苧岬叶㌣.㍗)。.

 〔二=)

 （ニ）新しい漁具漁法ついて.…。.一。㌧・
 (少.ぶり夜釣)岬隻一(岬・り・)!!..
 から1〆洲れの刈を観.以帥.鮎パ繊鯵奉)
 ⑫)いか釣(秤の秤勉だ紬蝉大豆集卵・(卒中虹)減
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 用し1くかを鮎きせ亡鎧号。㌧L・'..'
 ρ)よこわ曳縄釣改良(壷㍗)響の予干と幽識釣1合
 一いを研琴し増一産川呼.1
 (三)青年クラブについて・一一一I」0.''

 一(み)各漁村井青苧が・多/・部門グに釦鵜を組織しご幹部、も仲

 ;・㌫幾鴬箒㌫㍗ご呼子㍗㍗
 換泳温午肺気象め瞬雛漁業の科学的考鞭行って怜.
 蜥嫉の喜が孤立せず、先輩漁師(腕利苧)も助言を乗車、

 蒼練㌘中吊点数多㌣・も予早を・か㍗…
 終俸械.鯛を外づし業師誰れでも入李で去る主っと改めた
 処もあった◎一∴・

 紗ラブ資金は阿や漁協の助成に依1る.処二・大きいが益株み8目

 を舛し1白を資金造.戒め紬の共同出漁を行㌣・漁苧亨.…
 は金部クラフ賢章に充当す・る純真なクラブもあ・'りだ。

 一¢)クラブ結成の動機は当初句れも県水産譲か阜のす㌧めに益っ
 ・流そう榊が宙現在自主酌呼靴・〃〃1宰/坤大
 凱媒納竜加し怒処戸あつ軸!鍛曜の醐1と僚机
 (Z)公民館清勲,「.

 ・スラパを製俸'」(・町の実与)巡回幻騒会を調ま払9・自一
 覚と蜜雛依る靱。の発展を図かつ・紀α(醐岬一高揚)一、..曜
 ぎヘア〆文部I大臣.表彰.

 (鰭語)以上は撮嬢の・一端で六切な処をぬかしで轡る'かと.血う.の

 で・目下鯉中蝸るの'で後喜一よ/Iま.とふて:霜曹い{1、。.多輝の
 県費去特甲・沿鋤村の為帆・提僕し、漁村の串傘導著と.し
 でその再嬢の糧遼批ら{でめんける、県水蝉周一県漁遷の調・
 に応える鰍私却.ノ名の禰鯛は視鯛惨事馳直ちに謹銭
 に移ト郷丘の喉乳察水産業あ進駆挺.身す一る=こ。とを賢!凱・
 奇卵湊ぺ・ても焼の融ゲ.弾綾率施.されます=詩論翌致し幸す。



かえるのたわごと
 青瀬甲寵囲さ興、・彦・

 †1余g二大海に.出て五携氏そ6土産話を書べて見小
 行って助.造は名も鮎なかった此の裏目本の漁昨も薪し{組
 合が牌て・沁・、4年の闘.たr鯛」の偉力は郎樫を下ろレ
 てい和∵まと1まった資金が私わる組飢魚代郷・て・吋
 を鞭レ'てくれる一組合・魚を鮒さえすれば氷や輝=9鞘も畔
 。辛舛仰てくれる組合・撒てよ一り.高く売ってくれる1置合・比
 9舛漁業改雫の主即坤舳狂り方を・大なり。小なり・立派
 侭申りまわ.・していたので亭る・

 ..かえるは・先ず漁民と組合三のこの立派なつながりに知れた・・己.
 の池の中叫鱗えて・はいて㍉.現靴は敗こと、も聞い泡こ・と
 もな・か帆絶命的先進ぶりに打主戦。自章かぎ.5一しても峠だ
 卯欲しい∴字一のと考えて馳`ものを・此讐の連中雌すでに持?
 .ているの雫はないか。。か'える・は呆然たるばかりで挙っ沌。

 一年う岬乎が池の中と。違う様であ㌔それ㍗ち宇こち一らを見直
 .しな・6して考えて見た6

 戸.蝉一。歎

 ∴し紗ぐ咋うしてあちらこちらぎよろきよろしてヤ・ねが∴逐
 一ト蜂然としてしまつ㌔そうしてやがて思い当つ乾鰍独りっ率
 鰯榊胞・帥1名の組合であやが、自分の方鮎うも変り腫らし～

 ㌘は自缶の住ん.㍗㍗rついて今道1カ㍗返∵
 雫組会員」49.り名、その出資額,バ。鯛と云.えば、ちょいと
 伸一入前一であ予う・.
 ・給しそg内容春・一・一・・一・I・一・.・である・
 ポ白ら漁率を苧楯よりr漁靴鯛する者」が崖倒1酌酪いと.
 ・・うこと・これは他人から見れ氏大変うかつ卒次矛で、こん坤
 かり働り迄答.の事柄を、はるばる先進地に出かけて、己れの目で

白0)



 見・考え、つ/つぐ比較紬して隼、坤て自覚し乾と・ころ紅か∵
 ・えるのかえる癒る嫡かあ沁.坤.弘午もあ外変り種と㌧
 う一ことの端的鯛れが.こ牙t姉㌦漁絆青瀬の特質につながる.一一I
 現れであるゾ百年来・畔融な雛漁薬牽曜…のもの.午一し千,二
 依存ト之㌣と率衰を莱にし・癌の漁業を劣りみなかった・
 今迄の地域の特性は、自然、極少数φ網元を「自ら漁業を営む脊4
 として・一その岬大半をrか干」という奉の・.「中業従事者・に客∴
 則しつも一最近の.漁業改革を迎え稔。
 こσ)新しい法によって「自ら坪業を営む者」が組合甲体に置き換1=≡
 えられ乾限りに於いては、大変喜ろとぶぺきであったが、一「.営サ.一1;

 者」と碑事す湖とのわ・り含は・飲助前著舳妙な/.後ギ
 はより多く・偏ること'になつた・一結論としてこの多数の「柘事者1二1
 は・従粂1より資金釣にも・或はより重琴な稜衛酌胴へ叫・=、
 に生活収入の大半一を俵春しようとする鶴力を持ち・得る段階に到ら一、
 ないま二に故箪拝よっても、その窺緒に.雫はなか箏。一
 波讐の実態は消極酌に農閑壊の余剰錯働力を転用して、・漁業鈷働」一.

 による副次印収入を求め一るとい㍗早上の辛の㍗遂に洲得恋、1
 かった。

 こうして今1ヨr営む者」はますます妙なく。「従事者」はいよい二一一一
 、亀一

 よ多く塙r変り種.は。一属{変っ紅方だ偏って行きつもある。

轍蟻 轍

 矢惇数千高岡・、小さぎものも数千円の・賢,漆を要し、千差萬別の二一.
 漉拳形態膏以ってする「自ら営む」'組・含貫を歩散擁し㌔彼等の漁

 獲高の増大のみが縄1合糧動.の縁犬の鱈目であり、蚊入である組合一一一
 は、、あらゆる利馬設備、あらゆる共販体揮を強化するという一行き.

 方を。まい進すや警だ。
 かえるぱこの行き方・の組合鍾動を.見て来て、その義1藏挙しまに淀.
 まげた次矛てあつ尭。

蟻.壕

 ..⑫ハ、



 貢頓の嬢.な形掛は苧産碑今坤蹄薬組合と考え泡い。ごの・種の組合
 の辛い遼亨ぺき芳帆r牢事する弩」の鯛を卑～・.多葵の
 組合員に沙薮の一「営む者」.㊧首位に姦る.艦含が、より多.く一・の職場

 辛1より多/の漁薬房働扱久あ撃会'を与える'こ・とであ礼そのた
 めに時、寮逮な漁業を多く・「自営」.しな咳ればならない◎その意
 .郎.雌座組合.の観念を押しはさ.むぺきで鮒がろ戸か孔
 もう.抄し.この考えを延長して鼠走い。

 一ミ

 ,一竿産艦会完る颪辛ら。は企業に・よ・る収入の安定率奏幸主目繧に・漁
 。紬舛亭屈からト輝会員へ甲奉仕産主目雅経営せねばな字・'
 ない.のではふろうが、前者の面.では資本主義的に最善の経営を昇

 率幸㌔薄着の面戦鯛組合翻念の跳いである社会主義的一考
 慮に辛る艦芦を求舳る当雫合鯛老の困難さ・ばこ倣集≡甲
 .さ、れ季威苧ある一〇..'

類簸

 カ」えるはこ・まで・考羊て警霧し恕・をご酔え方の㍑1声外
 し・て、.今度は此等め先進組合の持つ一な一やみを櫨鰹して見たα夫な
 .り小なり「営む着」の多数を擁し彼警へのサ1ビスに.専念してい

 ⑧一一

 .亭.再統的寧含は雛の僚美形態が・科学の粥へ・綱カ.あ示岬へ、
 紬坤贈犬デと軸する状況に則応して・叩r営む者4を指
 .導芳郎なら年い郎嘉ろうが・資本と技術をハぎ込ん1セr営
 む者」を駆りたて、魚を追う擾に、魚は海底へ、沖へ、或は雲の

 か峠へ率ざかって行くヂあろうことであ幻これをあく迄追い
 かけて行こうとすると、弱い者から段々、章泰的に技術酌に脱藩

 する外率いは企率合同1・よって一琴と.・'いさぎよ/帥かける
 .カを増大させるtと。であろう。をうし、てこの.変化の極点は組合自

 一営となるのではある率いか。事態新・くな牝淳、}かえるの称する生
 産的漁協として青瀬が先進組合であるゑ智を得る目もあながち夢
 とのみは・…'一・・o

簸 ※※
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 軽率という.も帆話が寒千・し就つい1㍗菌の漁業政苧帥かえ予
 .の口をぽさん育み走い・'雫.に瀧雫嫡一苛はあるが・漁業を振奥.
 すれば・モれだけ漁業は飾亨るもめ㍗呼ろうか?・
 漁薬は魚が1居るという畔前提としてやって、・'るのであ?て・そ.
 の.魚を逆に釣ったり∵一鰯し妊り宅もしくはとり'損うて』追いキgた
 つ、種々に手をつくして。魚が屠淀』ま.れない穣にす.ることを

 「振興」するということは、叩俸何のこどなのであろうかO

 自然生のものを単にとるという司.へ鮎産あ最も原始的な形雛一.
 今映して・と蝸て・1一るの珪漁業1まカ1り青はある平い札.単な
 る鐘gやくがら種耕↑と・五†年平切㍗一番ヅ農薬午自然.との
 キノ.'アガト・テイクにまって、一準葛=、二十数櫨のぼう大な人口・

 章支え得る鶴カを持っているでは腹1いIる㍉
 漁業も最早、漫画の様な遊説駒政策から転換する時機で差るまポ

 かと考えるのであって、そあ意康でフ〃ツチョ7と李最晩滞目本
 漁業界のいざこざは、漁業賢源一艦傑の面から在、五千年歯の農一業
 廠換の漁業版であ。るとも。思へる。

 激∴予、ぺ...・※・.
 勃虻猫みあ～ぺ先I細鱗遂もニキ岬亭9・右う七て即も1・
 1一然し今琴の旅行はかえ干が自ら.の形.を軍り得叶と“の雫も麓
 を考え得る雛成長し泡ととに大きな土産を見い出し削・。,

(螂)



視察感想録

 。、.'一く茶一南・修
 ・今度の視雛於ザ.各郡栂村の漁傘形態や漁村青年の組織活動
 牽見開し乾ρであるが総体的に各翅区の一漁村青年はその青年一人
 一入が地位の向よ.や活動に関心を持ち且つ積極的に叉合理的に組

 ・識の活動を展開し漁村の発展冬犬き'な役.わりを写していると云う
 .と.とを吾ふは威鈷垂ずにはお.られなかつ龍。帯に壱岐の勝本漁業
 一,秤部や舶県の糾漁村青年の鰯はその傾向が強く英の部のI
 組織内年差る研究瑳の事業讐からして噛年の意気と熱でも・つて近
 .代的漁坤即研如し野村の中核体となり英の基盤である・所・の
 ・・雌業の鉋・竿の向上戸努め鰹設馳まレ・・準しセいると云う意鮒
 寿・しまだをめ足元Iにも及ばぬ叉幼稚な書が漁村青年の濱動に遺憾.

 な/思っ.幸卯あるがそご戦うし㍗鴻の漁村青年1呼な
 活発に臭・くやっていけるかという事を今蝿処・で追究して考え.る時
 にこれ等一の漁村は地理的環境㌍恵まれていると云う事が翻繁さ一札

 淀バれ1書会般的に漁秦の親摸が小さい為静同窓が顔を合せる
 チ㍗.スが多い所・警が指摘さ帆と一いうのは操業時簡が蝋く目
 馴が.出率・季と云う亭と時化が野.チ手出撫されない状態にある。
 叉漁村が小ささ癌集している.為連絡が徹底する≒云うバ㌔の鮒
 観点か.らuて.繍.員の坤が時酬に.も日数的に幸多くも忠…れる
 .嘉一實とした活動がなされるものせと思う串会合を多くも潅れる
 と云う事法活.勤め綾底や.向上には曜一の桑伴である。吾が漁村青

 '毎と坤較し尭時に漁葉規模が大き㌣・為か牽範.を通じて殆ん星淑海
 上で生活しているので余合をもつと云うチ†ソスが少なく叉密接

 な連絡がなし得法い、徒.つて曹焦の組織や活動が単なる形式釣なも

 の停終って行.くどい'う事が・多い◎し卸しだからと云って蜂識や.繕
 動」を弱体化させ焦り叉停滞させ尭りする様杜事は許すぺきでもな

 い9であ.る。視察昏漁.村秤の髄資料を基礎にあらゆる触か・
 ら検討し反蒼し今後善が漁村青宇とIいめ地位の向上を目指して.
 漁村発展の弟にひ一いては水産業発展。の為に努力し思い.ものと思.う◎

(多平)



三中東..栄二.
 私達卜李釣り岬一策のI為視鷺し淀訳㍗尭が勝本の青年の如き
 は研究鯛業部'教養部簿実施批平靴1脈喜びに娃えま垂ん。
 糞彼氏仁萬同じく婦人活動讐団結此の上もない喜びでし牟。組∵

 ・島g運営は大綴同こ棲一に損われまし狂が昏住紫岬の漁法に就いて

 はイカ取りの軍電気を使用して寵雫が良いとの雫亦引縄の輝板の.
 如く実に臭く研究されていま・し牢が環鍾飾にも相違する本県準場
 ㍗はやはり額応のコニ夫をしそ独特のものをつくる必要があると恵

 .いま・し㌣実際苧早を使岬して現蜥鎮業状態を舳と舳、.
 し差が併し之は矯え.って覇1`電舌れば痴る事です。今肇共、各青年.
 団を多く派遣致し.て.研究して戴き淀いものでし焦。

 最凌に私達を良く迎えて来られまし淀各組合長及ぴ青年固に一感謝

 し尚赤照南丸艘貫一同にも威謝し9㌧稿を終り・ます。

 ×一 ・××

阿潟浜辰一己

 今回県水産賦験掻の.計画胆俵る観察団の一員とし'て裏日泰各漁村

 ・の視軸終え1まし紀・が沿葦漁薬を神とする鋤本漁率は、漁具
 漁法の鰹善、技術b改一良に依り一年々増強の∵途にあり・各種紙識も叉
 活発なる運営を行い滑葦漁業購榮の一端凌脅って居ますOまず単

 協の組織集体の威櫨:を記すと、恵まれ乾良港を持ち組会を中心と

 する漁業を営・み協同・精神に基づく紙一識の・強化。羅含運営に於一では一

 I漁民の穂利増進に叢き各種の設備を賢き・本県に地転し沿禁漁業不

 振に依る鐸済危一機の嘆きをよそに金融機麗に恵ま飢漁具漁法科学

 的肥応用しています⑪叉漁具の腹善㌘は蟹秀漁具は個性が・あり郷
 場環境によく叩ツチして工夫しているようIですδ組合1書動も組合

 員の橿利厚生がよ・く考慮さ外英の上に立?青少。毎の育成強仰'
 本県に比して譲に睡級る雛を榊1大い1・学ふべき野多・坤
 ました二組合を中あとして、あらゆる面に.於て1も時代に応じ兜薪.
 究熱には驚く物があります。漁真漁港の改善に於ては部員自・から由

⑫5)



 紬し一毛の好牽舶・漁民えと岬竜級察力者の椎の意恵を寧.
 ÷」岬着工業咋・て屠一ます・平県の㌣詩と肌聯雛瞭学
 .・員自作乗り呼捨琴者の一発寮応11研叙吏穣を・上げて法ます,
 メ本県に・於て冷咋.として居る鮒幸率貴制慶・徽におきまし
 七坤に先幸一神及員の下で各種の改善に務めて小まずが・・芙の1
 喋賛は呼呼員も締会員であ=り月}回δ普及貴と部員との1
 .覇:竿会を行い必即鮎て指導あ任肖る普及員克の助成は県半

 1㌻芸‡㌫幾芸幾ζ1二幾二幾1
 め÷∵すべての一畔を科学の上だ立榊レめ・ζ枇雫業の^応・
 '壷し以つで漁具の改良水産統計販路一の調査海溝'気象の調査餅・究漁

 礁湊の舶坤査会辛の奉年丈!1事業舳濾桑の発駅審与し
 靖棲は・無一学率べきであり・本県午I芦普及賊置を望みたい・も≡
 一ρ条ある、叉青年潜動に於ては毎徒となるべき各草笛の醒解なく
 し如・発即雫は琴めなレニと思いまれ又婦人.部の動き即発
 .宇多もので、あb帝隼活動におとらぬ運営ぶり頂ありました・
 以上視察威想砕ぺ、これを牝㌧擁地で学び得嘉・知識を墓に.j
 漆嘩水産'痘輿に芦'い造しますd

1一一

 =一1…...。、..

1一一
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・
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奄美短信
 〇駐児島に偏1省する.と宅古一仁麗はぎん琴どこ.るかと一本く闘か.柞た◎
 「市役所から・師本を凱平ながら㍗圧ック子の本通り宇拝一
 撃に向って降り。ると川洋あるでしようOあの州の辺;(ほ牛り)一.
 紅平木暮の家が軒を.並べてい事・すネー.紬一あん蝉が密率レ.
 海ところですも」と答差=て詰い㌔君の住んでいる家は苧=甲一
 かれ淀.孝き。甲突川。高見構g上流の川.蹄絡そんな峯があ?た一・
 事を率レ・浮べて例に引いて、商の農の興るさを強調し牟心算で

 華唯一れは極鰍表現だつ苧かも・し.昨～人は隣人さえ.一
 多くを望まなければよく耐乏生温輝鰍るものだと何かで・読ん.、
 だことがあるが・∴。。・この帆磁の一家はζ/一数えるし亭・な,1
 '～ところが最近古仁屋に不親応な鉄筋の繍鶴が郡し牟。..
 ポ〃一が螢光灯でてらさ一ヤ・無ウれIド岬を紬師し事・レー
 たが天文館を歩いているような錯覚を軍えまし篤よパと語,して一
 いる人がト・淀。.

 ・.O軍帯とレて栄えた古伝屋の街が戦秦中悉や。く鯛に煽1峠とギ
 喬騒酌にこ㌔あ分揚は助かつ患。ペパで本.き.!r路上ξ.書.
 いた看榎が米軍郷沖の目.にとま蛾鯛岬しようかと彗.時の撃
 員が語っていた。叉こんなことも灘齢鍍。、.

 魔栄の分場長娩鳥撃一富でし綻から四大視日の一時は義今宮より.止

 馳塵つ免印・1し走れ.をして辛の顎は試験場だと一蹴璋ヤ.
 ソゴー(料亭)に.打っても1バくらでも嫡かぎ、くものでし淀がネ

 ェーと。・確かに古仁屋の街は耕しく変りつもある。
 蜜輿計画も聾雀目を迎え乾。・毎夏のこと一ながらまさに調奪回プ
 ̀一へ相次いで各大学の教授障が犬嘉把棄こん㌘いる。

 今毎叉亭洪達の・夏休みが終り二学期を迎え号とポ茅・㍑牢さ
 牢砂糖きぴをぶら亭げ旋水中宇土修宇旅・鯛の分銅学の鮒一
 である。

 ○魚燦の記録綾宇机上1こ拡げ'亨いが2μ簿艦、こ一曳カゾ6θ
 一尋線でこソ急斜のと1ころ紅さ千一㍗圭全壊していると思うんだ
 が狭い漁劉干潮煙がクいしてふて鮒鮒搬一して曇1紬

Q7)・



 ll11二1機え続簑1三ぶ11筆1
 ...水にも.あ1つける争ですが吟・暑中†変手仕事一ですよ
 と一、かもめ一丸の乗率紬こ処てい淀・

 ;1㌻練㍗蹄1し溶∵・∵後I
 蓬かに讐穣の御鰹康を祈ります。一一㎡・I

 (工、工生)

 筈∴、・.'干.・二×∴・×・.
 〃1・∴1・・=一'・片浦漁協ハ1畑・
 ≒亡糊1先進舶察ど岬の下と十路ヂの各地を視
 一、1呼ぎまレ走が・隼若い僕にとって少し荷が率すぎ淀辛うな状態
 1平し庇けれど辛如然2あや.り方踊即調費レ下きまシた・
 予二・参ず我々視察団の組沸につ一いてみます.キ÷極端に着隼の著と年老
 舛.李のから成幸ってやたことセす・平舳・・戸才の未坤
 1二1:雄一の半舵50g触越し胞老壮人で占め・てい淀ことは・こ・の
 ㌻亭の主眼である帥島県治津漁業の発展嚇すると岬前か 一対して・そ・の雌障半減一し榊で郎吋?ごの点計画立案も.漁j'
 箏の我・も吋もっと反,省ず1る必要が亭ると即ま・し軌.
 ;、l1次に各地を視で一硬㍗共通し虹点をあ舳ぱ・綿漁業が畷んで一・
 。一漁歯の運営がスムース・にいっている所は必ず漁協・昔年“岬
 .乍著が.」体となつて事に醤っているI事実です。隣に婦人・の活動が
 ・鱗で一'幣薬の発紅大さ.雌わり掌果している亭は鯛'に値い
 1㌻去るところ貼り、今・後鹿鵬駄靖いては沿鯛繋だ肘1軸
 '、ず{近海、遠潔I漁業振'輿の一対策として大きく臥り上げ充分に検
 討されなけれぱならないだろうd員懇がより有意義に完了し恕～二
 とは船長以下乗組員誰践ρ・蔭・の鐸。功が大なる役わりを果し跨もの
 と信じお礼を申し上げますとにがく十日閥のうちいや夜専一つ起

 淳ご・一触あいの㍗㌘率カ1出来午㍗構でし



 葛輸氷牽研究会皐崎.・一勲
 」私も県水産試験場の計画定率る・裏写本漁業の視察宙一の一貫として
 参加致しましたが・鮎索竹灘漁雫夕雌研究〃一・プの活・
 動を此の視察隼.よってI寒見し玲結果.鮒な地域の漁業離団にど・一
 つ砧んなに大切か牢痛碑し鋤し花もの三隻㍗す・先っ現地∴、
 宰視察致しまして思いまレ率のは矛弍地域的にみて兵の漁具、
 漁法が相違し敬良研究致しているのは大体壷々鹿児島県も回しの

 様です。長崎県の官妓勝本の漁具漁法は当地籍適章な漁港で一あり

 舳叫.・鯛戸兵庫各一幕坤域によつ予科学的蝉良がされ生産
 能率を高めている靴云う・事㌘もなIl・、宇でありますが・れ猟一
 葉1が勉鐘レな1け午憾な1ら・肢“事は長崎÷二島椴㌘此巧方撲で曳く取
 れるのであるから殖集の県云も裏目本あ漁法.で操業して効果があ

 るかと・・う事は疑闘で有る!思います二郎島.県苧は鹿児島馳
 晩の方法を湊靴鯛・琴蝉し.辞が渠の巌適漁一奥触里見出さや
 帥ら叩ξ思います6早長崎県の勝本異鯛の紬の鯛の団I
 結岬強、1準鶴を叶に英の繍や曹嫡水産研究会隼'対する助.、
 .一成協力など義々の地域には見られない大規穣な研究会の組織が特㌃.
 に私共水産納会員で.ある者には考慮され抽乳癌威しました。」
 一向紗年漁業"ブの髄も漁具甲法の改良研乳時.理的に漁
 類盤叢を有効酌に無駄め無い横走漁獲操業出来る嬢に研究し・てい.一一一
 率し恕が、私が鋳に印1象に'残っ紀事は勝泰・水覇=究会の綴織吊出目

 琴の郡竿位の酸㌣蝸の:設置搬の苧海資源の海藻の加土麟≒
 坤纂鮎漁業奮鯛研究岬や舳醐会に対する靭触の熟一
 心蝉軌補榊午琴岬総の藁'求要塑千十分筈克羊研究会をい
 やが上にも盛土帰ち源動力で有16と共走沿葦漁繋援一興の支鮭であ

 る事は云うま㍗ない“其もω貧弱な籟:篭会淋鮒るべく、・
 蘇究ループ餐嚢が筆力自.分からの組合とせ一んとする。漁業の対
 簸竿を塗師るム周粋各沿澤に特有な魚族の出現甲縞婆濾の
 状況を杷.凱れ碓有榊漁獲す局方鮒牽争研究し秘青少一
 一審ク〃繭が年・しく途展し永雛の有.る全を一琴営・轟・鍔・努力
 してこそ我・沿灘鯛の繋展策㍗ないかと即察本試や・先進・塊
 の指噌を尊大し努力すぺま竿あると思う。

(ぷ9)



'遺水産野究垂1浜崎一.弘幸

 先進地視察に対して一・現鹿とタからの冊1漁鮒;静の・ll'1の滋真下
 を舳や=バ・鮒パ11漁鐘を紬という責二き・.方㌣1匁く由.貞壷・連の漁一.1.
 場静良く薄・え科事鉤に蘇究し。漁、薩鼓齋を救島し纏集肌漁獲を揚

 げ.るといラふうに“.一二八.}人が曹からの魚とり「ごんじょう」を

 なくレて鮒の持つ.ている準術漁樫を心からぶちまけ.て詰合って
 、紅潮飢て行1と㌣・う辛?柾一曹がめさ1め.て行.かな/ては沿
 一濠庶民の発展は.墾.めないという事が尭遠=蟻硯鎌して私縛注■番犬

 1事卒翠酬・・亭・ξ…くつく減じま.し溶・青偉簸動も一圃じく・青年.
 ヒいうふうに切りはなレて考え.ないで、組金あっての青年一緒動も
 一=之青俸繕動あっての。組合というふうに弔いつも親鈴漁.民の中にお、

 1.、、..て・理解してもらつ.て・秤岬心になって漁法枝禰宥・漁民と
 .1主・もに薪究して行/と云う・辛う隼して油青年鱈動が勧・めて組織さ
 :抽、.発展・して1行くの箏はないかと一・恩う。青年が売に立つ干責の魚・

 ・二一1年・g三・傘じヰーう・牽・.㌣よじ‡氾グしkいって勧めて沿岸漁民の
 二着雇。青年儘動が鑑識され,ていく一のではないかとつく.づく威しま

(30)一



 '塩.詞1、正人

 先進二親の撤糞裏態にり1パて紘視察牡参芳コされ愈国一曇に於て。そ
 才1㍑.の立場より.歳想一変として発表されていますの'猟は先・進地
 の脅毒クラ1:・.員.の熟、蛇弼究の簿栗、糠繋鑑営に…多大の潤.をもたら
 一している看亀具漁、ま砦のうち構≡に塙毒衰等を1………ミけ本、.三慕一㌔の一読'…萎…を滅:。じ乾。ブI

 1;.乱一百ヵ樵葉江ついて才I～息綴介い・無します。・・
 熱しこ権漁1蕗が本県に適彗申否かは索翻毅㌘すが曹さんの漁業茸.
 独の中キこI眼λ一郭,て衰業を試みて1王、・藍バければ奉蒲に存します〇一

 （一）ブリ曳縄(長崎県壱岐島勝本水産研究班)
 五酌ぶりは海賊湧き土がり群一を一法し.てリ・るIが屯幽'鈎獲す干
 るのは、節々の難題育ある。.然し憐本漁鴇管内の漱琴渚ぽ完静

 鎗擦叢の一球一に遠して一いる様だ。

 こや漁具は釣糸I(ヨマ〕の襲坪もさること'ながら、馳まム{
 エバ(擬似餌)に重、豪を醒1パ(一いる。』

 2.ぶりは繋鯉をなすときは桐その報一窮敬以外のもの紀は金・くと、
 らなv、とレ、・う事.を玖って旭鮮魚鎌=苧1・と鎌周して二擬聾一してリ、る

 慮111於ても甑鰹度が飾ら締繋三会一、1
 3.謄本漁鴇.啓一内は8、重用」差渇の半年掬も・ぶり続糞虻縫事し、

 雛タ・'月、、、プ。賦覆樵雛て…縄・.ρ一6・・尾・(・〃午
 4方つ〆一)以.丘奮釣鐘数十萬贈α)氷饗をな・すとの事であるら一

 一、漁具、漁法について
 戯鮒喜如一7匁.竈志グ、二・.,

 職・必帖里婁rゴム
3由胤姦綿弊一一'

 芦「榊㌣・チr一…㈱分1丁}→

,即)一



 リ1・..1・1炉型・地'。
 /・寸表。青赤糞裏=白色I2枚に舳る

、、

 ・4.、フーラ(ゴムのふくらみ)
 このプーラの.カロ減に1よって、・泳ぎが左右されるの民本漁具.
 あ輪とも云える。ふくちみを多く入れると泳.苧具合が氷面
 ・と一平榊1安定し鰍き方とな・る。'一.一.・.1
 '士、擬似餌(ゴム）の選択並に装着法
 ∠自般の遠カに応じて琴定する0
 速力の早い鰹ば厚い士ム、おそい般は薄いゴムを髄うO・
 ユれの質は,・.。刈いと硬質の引きのある、裂けるもの。一
 ユゴムの取・りつげは、曳縄し尭時、左右午傾かないように。
 ・宿時も一走の安定を零つ事
 釣穴とゴム取付(フーラ部)の闘隔が短い場合は海中で
 ㌧,・が大振し、賊一に長い揚各は小振となる。
 5ゴムのフ・一メの多い時は速力を遠くする。反対にプーラの・

 州毒.含叶叩速力榊影靴f安定して商・一1
 ムゴムの色わけ

 晴天の日柵青の濃い・も・の、塵天の時は赤叉は青の韓軌

 麻ユ・号・き.珂・肘瞬銀鱗迎_。分胤ざ6脇)金流フ押鱒
 ・。1

 一・・一・・・・…一'・…・一.・・・…一一・一・・・・・…一一一・・一…←一・一'一・・一・一…一・一・…一≡・・・…1・・・…一・'・一・・一・i一・・一一…一・・一一=`o咄r・'茜

■

 一'宗叉嚇誰がり車上→釣針
 (魚群の深所の場会は両者とも鉛!50崇鉄を髄用)・'

'

.、

 一(32)・.



 曳縄操法は従来行っている繍亨分であります。禁し前記;㌻

 県芸簑線喜練イワシ、サンマ
 （二）ブリタグﾘ釣漁具(長崎県奮陳勝本)
 こ⑪漁具はハ灘苧鮒(曾根)一とな.つ舷時に使用す子もの㍗'一!一
 あり∵師擬雌を髄用するめが有利との.靴ある'が;。本県の一∴

 ブ榊漁法と併用し舳ば手り丁㍗鑑が得亭れるもの∵
 ξ思う。.

 漁鮒水深3パ70尋位が好条件雫あら吋鮒横麓し、(潮」二.、
 支は敵佃・ま・}して雫く)に・て操按す.るの.て㌔経費1岬で'一

 線練練ζ二も苧業下るσア騨†就漁、
 ラッキョウ型
')・

 よ牽I

 ξ籔

 I.一2寸5分.

 鉛ψo匁1.

 二、'

 .2寸2分・・実

 ク首寸“8寸

 へ㌔二…一…一イ

 一昨絆㍗・__↑＼∴
 麻ダ。～〆。o。尋'鐡糠脇分(ぷδ紬・一・飽
 .'{一一一一一一一一一一一一一一州弓帝一ト{一←・一一}山#サー}占吋一{十一→{チ'、

■■義

 ㌧抑カゾー'鉛60晦鰯幽樹尋.

 。(3功'



 一操紙棲林、鮒止めとするが姦坤投支し賊ら.㌦海1
 底につくまで灘納中上げ畑・1級ξ舳無ら一秒し港くつ
 'り中鈎藻は策漉書1て)ける位延シフ=淘ぐり埠ばる覇。

 （三）ブリの掛釣漁法(山口県去渡戸漁協管内)
 二特恵な漁具立1して紛レ・亀し去すが・・融か名人芸的漁法で永
 年の経験が一い一る門亭㍗る・・漁雫は三ギ.服の春ブリーの海一
 砕湧巾す・る一も一昨咋」本鮒も・金く鮒なく'轟をなしてい
 る。魚群を禽照にし溌療法である◎。
 操港は下記の'森具を・船上二1(会逮航走)より鱗中値投げ入池、
 ■一氷面上す牝叩に1'錨紬だく・り魚体を11鮒雛する午いラ
 .・簡蛾漁飾・あるが田繍的鼓術の訓練が必要である。

 与れゾ
 1、._呈色受.でヘラ。}ね。本余

嬢勲

 ・∵ズ、
全速航走

 ,(四)イカ釣漁具(兵庫県香住漁協管お)青年部研究、
 香崔漁業者も以前までは昼鈎叉は集魚灯刹周の夜鈎断行ってい
 龍が、二年位前秦光擬似解約のヒハーにより研究の繕巣、.鴛勉

 使用ひ豆集魚灯を考案試験操業し辛ら中納しおの肘の穣幽
 搬同漁具使用によ一り組合2一θ0隻あ漁艘註～二で一夜2篤貰.も水鵜

 ・ザ†る÷いう娃漁納り㌔然し現在は鵬賛(!圓～離水
 揚されるような減抄の}途にあるとIσ)事硬さらに、艘上集魚灯・
 の鼠奉力垂利用し海経営がなされて=いるσ.その拒め漁葉調整①
 上か』も牛型艦の発電機制限を'なし^Wま即使賊艇し

(34)...'..



 ・ている緯輸る豆集魚灯、成鮒鮎とのこ:とであるの雫
 隼肌てみたら麦蝸㍑㍗(寺線鋼欝蒙グ夜
 にて・μ0貫～360賛が黄警軌'・料奉瑠即二ぷ・0・=戸'脾廣一
 に焚て).・・戸1一、

/図
 深所ヰりの誘導叉は
 魚・郡あ集一魚か目的に
 '緯稲寺るがごの漁、
 具にて場夜も操

 牽可鶴となり遠
 目実1施、し.。ている

 盤図.自ら漁業目的

 ・片舷釣

 集魚虹の光はなる
 べく{彊底よ.り三竃く
 再。なる土うにイ重く
 する票。

 1執群は船影
 惹集まって

 いるとの事・

二泌勢蜷華醇
 。など・ζうとしそ
 躯ま燃くはλ
 れ勘ち

準具配置
 ⑩鶯端意図機具
 ⑱業4図漁具
 ⑬は⑳⑫」め・薦{)・'幾
 負目的㌘⑫⑬甑無
 て漁獲1覇轄愛逮す
 るo



 〔質問欄〕一.一一
 間)音組舎那漁業率海底に準戦鰭宇され差爆鯛榊対して
 綱(底曳)薬靴引揚牢牽い本釣業者は漁族のレゆ.う落に
 不可欠でありかつ引揚作業汽依る海水の汚濁の年め漁獲減少をI
 邸に引揚師を表明しています・掃海作業の㌧岬業者に与
 え.る影響を科学的に解明願えれば幸甚に存じますO

鹿屋..市古江漁協黒木長之助一

 一答)一本釣延縄法置の消極的幣法苧底曳(小琴底曳と思われる)
 6よう丘積極的漁法のちがい、目的とする魚種の相違など淋雨

 着寧にぞ?遺棄物件一をめぐって相反する利害関係を生じさせるI
 ものと思われますの貢掃海をすべきか否かは関係地区内漁民の

 雛の揮利を判断の基準とし一七.決定すべき漁業調整上の問題に
 属汐魯すので一概に可否の招答はでき・ません。花オ}般的には
 その・物件が網操業の支障となる程に堆積してお・り・“魚礁として

 の集魚効果をもっている規摸のもの.と推察されます㍗で・海水
 の汚濁という夢を度外視しても、(この汚濁は一過偉σ亭のであ
 6重大な悪影響は歓らないと捧察しますが)一本釣漁業にとっ
 ては÷イナスとなりましょう。魚礁は一般1的に次の.ような動果

 .がある苧芦れ字間的にも経験的にも.支持されて招り・沿岸漁業
 振興上の重要な手段の㌣つに数えられて湘りますが、.その効果
 を永年た歩つ七娃持してゆくには時々修理補修を加えねばなら
 な.いご・と㌧効果のよ1(場所の選定がむつかしレ・のが難点とされ

ておりますd

 (イ)上昇流や一う一つ巻ができてフラーブクトy.の増殖を促す。
 (田)水の上下流通が・よ～・ので底棲生物がよく育つ0・

 ('う常虹外敵から身を.守る定めに物かげにづく一という魚の習笹
 を利用一できる◎

 ←)以上の藷雫繁が単合わされて1通り魚の足辛留あ魚群の濃度
 を高めることができ・る。

 〔調査部〕

(3機



 7月ヲ目

 8肩ざI冒

孟周4'岳1{

場内臥

 漁一難篇.も・一く・一
 海難翻綴の溶訟麓商丸出家ぎ4葛帰港
 串木野李学鞭麗鰯隼健実魯のためちどり丸串木酵向

 麗褒、為溝海津翻灘の恕めち埋り丸.基特出港47目終

了

 .・、'.月!ヨ

8場6目

8月24圓

調萱蔽貝記

 慶大水産掌・都との嚢鍛無錫果判定共・周試験牛根沸含

 に坤験れ
 九萬囲技師牛糠鑑駿貝絃入より信庁

 魔大より矛二次秦一魚灯試験打.合せの淀め来場

養殖都賃識

 8月ノ日海放循環装置隔つも・iて。牝'顯部長港湾課、及び港務
所肥折衝.

 ぎ周蔦嘗轟灘貝咳入れの乾め衛ミ員中根べち。どり丸堆出葡一く

 海事循鵜蟹の工鞭鱈哺・雛課へ縫.出
 一8月ク目～㍑目海人葦碑熟蟻調査
 ぎ潟三グ3田海苔乗'状偉培養海永敬換え(矯魯)
 牙月4身国～、;77日

 簿丙観測“.永韓“プ私萬舜部費

 8月μ寮テ4ラビア温泉難鋼管試験の匁め、仰沌部覇業宿古

 尿月、テ冒

 製率.部槌り
 移転ぽ舎(宿直室“窟摩)の軍於しの1;:1め↓.こ〕ζ.
 ・あI構、抱い具んなも(:)億製造工於ξ1。葦されてζれかξ・

 しばらくは製造作1業液㌘きなくなつ溶、…
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8月5日

8月8目

8層卿8

 犀親の特離職。の評鑑.を失う・傷手から皐く・のがれる。に一一・
 惇一亥/も皐く湊転手革の塞嵐壷潜うのみ・.'
 指宿の貝柱(イタヤ煮干管をよりよ/するための鼓1
 鯛雛維課か声れめ蜘㌔
 元嘩指馳この製造々戯は髄核の麗係上、指宿独特の。
 去法華やっているが何次のことがらを指錦して現艶指
 導'を考え臨いσ

 !煮熟酉親身する方法は止めて"ショック孜隼えて、へ
 一ひ;死させる饒牽飾劉身方撲は一ないか。
 ユ煮熟鞍に用うる食麓は純度の商いものを鍵ぶ◎

 エ1ヨ乾で一實し艶藪そう操作1壷やるにしても範そうの過.

 慮に不倫理な点はない・か。.

 全国魚肉ソーセージ協会主催の技鯛究紳師鼓師.
 が準慮
 水揚の魚肉ソーセージは関係方面が認めると・こ6で。
 全国ツーセ}ジ1協会は橿岡でこの会を催すにあたつ.て
 特延本場裏こは特別な案内をしてくれ絶のである。
県立種子島農高枝錨教諭来訪

 庫綾はその教科坦地域一産業教育として無一向ツーセ∴妻
 鉦造を計画してその硯究のためわ・ざわざ来訪され后。

 也㍗1の機会に現場の実地公開ができず舳.若干今.。
 賢秤.㌣㌣苧術要項の雫鮒・つとめた・

(ヲ8)



 分.・場'ヨ.・・.'

 衛〃日マクリ成熟度調査㍑日マクリ.成難度咋、
 ㍑日かつお節目乾が炉付.
大島支庁次長西日本欝湖水手撮映魏1来訪

 ノ7目かもめ丸出港(さんご方5次)

 、グ斤日慶大動囲助教授マベ.嚢験の柁Iめ楽島

 3olマベ受精実験(愛情するも.墨常発生多し)2阜圓迄

 迎4圓かもめ丸入溝σか・つお葡貝範かび紡。・
4皐冒瓢巽蟻教撃上魔

 3よ日かもめ丸出港(さんご矛I占次)叩ク2成熟度調査一

28日軌..

 30目一かもめ丸入港。wタリ成翻類について矛二報印刷発
 送。.{

 3/日.マクツ増殖事業指導(瀬戸内町節子、大浜、江仁屋'

 離、須手鼠諸錨)8月ぷヨ迄。

 8月グ冒

鳶濱

5白

 クー目

9・ヨ

 かも.め丸出港(さんご矛7次)

 さんご施(餓.嘉帝).

 か・つ漸節・ヨ範かび付・一
 がもめ丸入港

 3ポ革度ヤタサ増殖効果調査.

 平クサ鰯千の・放出時刻調査。I

 ⑬9)一



編集後記

 はじめ'(停牽揚な:り鯛所苧、ら降り淀と舳の激鯛触
 殺風景なそして芦盛い絶駆衷鍾辛気簿を強か曹るもの苫露
 騎裏を歯って魁禽のある.ところ肥拘置りついて1はじめてし.

 .かるべぎ漁絃風寮簿接することが出来る。

 今度の洗進地糧繁は海から.は入っ抱。山懐は抱かれ率港に
 は機の香があり蒐渡索さえぎる長裏のある港健牲重油と無一
 .臭の混交す蕎特有ρ)旬かが漂っ下恥熔。組合事務所・魚市
 場・漁船と呵ら骨鯛し潅独特の風鰍漁村の表玄開の.
 名にはぢないd藩逝1く調査艦がさしかか'ると組合覇舜所の

 λ達があ昨㌣走り・まわり五・六人の琴圃が鞭援って一
 迎え千呉れる・・雫然の来客の立雫も忘れ干しまう雛共通.
 の悩みに・有窟義さ杜戚県忠そがれの・出港時肥は般が見えな

 くなるまで懐中電灯を・振って呉机た人達0生馬の一眼宇抜く
 までにがつがつ'とし鮭笹の中をよそにこの人達が示して・呉

 れた温情は華々の吸坪し忠漁業技術、組合・運営の手段に勝
 る比重でもって威鶴を与え淀～:とを蹴詠して編集後記ξす

る0


